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雄文井酒会計学的費用概念の論理構造ー・-

14 明村アメリカ鉄道独占の形成と公表会計実務・........・田......西

37 弘常守アメリカ動態論の生成基盤・ ・ ・・・・・・津

60 人秀原ー ・・・・菅自己株式の会計.....

76 男貞寺日.......高部分的取替の会計ー

93 ィ官文居中架空利益排除と貨幣価値変動会計

115 雄信A 
口i可法人税法上の会計処理基準の創設

132 和秀キナ野批判会計学の課題ー

阿部利良教授略歴・著作目録

昭和 44年 2月

東 郡式事維持事曾



阿部利良教授著作目録

著 書

在支紡績業の発展とその基礎

関東州関税制度に関する調査(大連市
事業調査局調査報告書全5冊のうち)

東洋経済新報社

大連市事業調査局

(223) 151 

昭和12年(937)

昭和15年 (1940)

支那中紡巌労働(昭和18年脱稿，200'1"詰原稿用紙約2，800:枚， 本稿は終戦前ーたん印刷

所までもち込まれたが，終戦により印刷中止とな札以後僅底におかれているも

のである。〕

中国紡績労働とその管理方法(謄写刷)

勤労者のための会計学(青木講座「新し
い会計J第 l巻前半)

日本紡績協会

青木喜!占

昭和23年 (1948)

昭和31年 (1956)

現代経首会計講座，第 3巻ー財務会計篇
(編著)

東洋経済新報社 昭和31年(1956)

論 文

ゲノレストナーの経営分析論 経済論叢 第45巻第6号昭和12午 (1937)12月

貸借所の対説問照題表一分析論に関する若干
カーノレ・レーラーの 経済論叢 第46巻第3号昭和13年(1938)3月

について一

経霊童析における比較の意義と 経済論叢 第48巻第2号昭和14年(1939)2月

経営比比較較調者の形の態見解につといそてのー批経判営 経 済論叢 第49巻第3号 9月

支度那紡績ぞ業の序に於説的け課る題労働と請し負て制l東亜経済論叢 第 1巻第1号昭和16年(1941)2月

支那本関紡制係績度ー労の働内容請負を制な度す具の体様式的ー諸 東亜経済論叢 第 1巻第2号 5且

支程那そ紡の度存績に立労つ働のい基請て礎負並制(度び1)のに発普達及一の 東亜経済論叢 第 1巻第3号 9月

支程那そ紡の度存績に立労つ働のい基請て礎負並制度(び2)のに普発達及の 東亜経済論叢 第 1巻第4弓 12月

支那工業労働の低生産性 経済論叢 第54巻第1号昭和17年(1942)1且

南東方し繊亜て維にのお地原料け位のをる生中そ産心の培にと養つし領いて域てと 東亜経済論叢 第 2巻第1号 3月
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支那女子紡績労働者創出過程の
特質創出過程を中心とする
支那の近代的女子労働者り問
題一 (1)

支那工莱における抹式会社企業
の位地

支那女子紡績労働者創出過程の
特質創出過程壱中心とする
支那の近代的女子労働者の問
題ー (2)

華商紡積経営におけ:5資本の問
題

支那紡績労働の低生産 その規
定諸要因の分析

支那紡績労働の質的時味ー支部
工業労働力の質に関するー研
先 (1)

支那工業に於ける労働場所の誇
条件労働生産性の一規定要
因としての調査

支那紡績労働者の構成的特質

中国の企莱経営に於ける人間関
係ー華商紡績の管理組織壱中
心として

ちか頃のある漁村の経済と生活
(調査) (1) 

ちか頃のある漁村の経済と生活
(調査) (2) 

これからの中小企業

中小機業の問題 泉南機業の調
杏ノートから

原価計算法の理論的性格ーその
資本家的本質に関するー論

原価の本質 原価計算法の理論
的性格続論

再統制と中小企業

製造原価の理論

会計学上の租税の研究 その費
用性・利潤性に関する理論的
吟味 (1) 

会計学上の租税の研究ーその費
用性・利潤性に関する理論的
時味 。)

会計学上の租税の研究 その費
用性・利潤性に関する理論的
時味 (3) 

会計宇の理論的性格ーとくに損ム
益計算論を中心として (1) A 

第 103巷第2亭

東亜江経済論叢

経済論叢

東亜経済論叢

繊稚需給t調整
協議会会報

東E繊維工業 第

第 2巻第2号 沼1向117年 (1942)5月

第54巻第 6号

第 2巻第 3号

第 3巻第19号

東亜経済論叢 第 3巻第 1号

2 

経済論叢第56巻第 2号

第一
年
晶

績

学

科

紡
報
科
文
7

北
月
文
入
所

華
会
人
大
究

世論と経済

世論と経済

税の研究

月刊繊維

経済論叢

経済論叢

染色と機織

景気観測

8 

第 1巻第3号昭和21年(1日46)12月

号昭和2C年 (1945)4月

6月

9月

10月

号昭和18年(1943)1月

2月

2月

第 2巻第10号昭和22年(1947)2月

第 3巻第2号

第 1巻第2号

第 1巻第2・
3号

第64巻第4・
5・6号

第65巻第4
5号

第 3巻第3号

第 61 号

企業会計第3巻第10号

企 業 会 計

企業会計

第 3巻第11号

第 3巻第12号

昭和23午 (1948)12月

6月

8・9月

昭和24年(1949)12月

昭和25年(1950)5月

昭和26年(1951)5月

6月

10月

11月

計第61巻第1号昭和27年(1952)1用

12月
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会整観計「原商点に法関則jすのと立企る意場業会見と書商計法原」則のの立批と判場の調的ー 産 業 経 理 第12巻第1号昭和27年 (1952)1月

会計益学計算の理論論告的中性心倍とーしてとくに損(2) ム耳 計 第61巻第2号 2月

会計論の学費的上用時性味の租税利潤(の1)研性究に続関論すーる理そ 企 業 会 計 第4巻第2号 2月

会計論の学費的用上時性味の租ー税別(の潤2)研性究に続関論する理そ 企 業 会 計 第4巻第3号 3月

中小一f企京中業都'L..'にお磁し器付業る技に術の伝る承事佳実
陶とてー おけ 経済論叢 第7C巻第2号 B月

課税見所所得得縮計小算論に関に対すする問る題ー批判課 企 業会 計 第 4巻第11号 11月

貸倒引当金の利益性 経理知識 第 2巻第4号 11月

租E見の費用性と利潤性 税経通信 第 7巻第14号 11月

性の につい 企業会計保険性差(益利1)論益の再吟二味重ー性その資本て 第 5巻第3号昭和28年(1953)3月

保険性差・益利(2)益論性の再の吟二重味性にそのつ資い本て 企 業 会 計 第 5巻第4号 4月

保険益美資詩本論説批判ーとくに保険差 企業会計
について一品 第 5巻第8号 8月

貨宮買し古価産て値の価変動格変と企動業差額所得壱中心固定と 税 経 通 信 第 B巻第四 号 9月

経営分析の要点(解説) 簿 記 第 4巻第9号 9月

資本蓄企角積業か所とら税得の制ー・唱ー課じ税わ判所が得国(計に1)算おけ視る の経済論叢 第72巻第4号 10月

粛l籍握さ軍れ事るべ-JZJき臨もの間諸 問念製号)品 第72巻第6場 12月
であるか 年記

企業理会の計資本と経家営的合生理格化を中心原価と管し 経理知 識 第 3巻第3・
昭和29年(1954)1月

てー
4号

原盟会主計義実践の教の義靖性離ー会(計1)理論と 企業会計 第6巻第1号 1月

原 雲 寺 霊長鵠量二会話理論と企業会計 第 6巻第2号 2月

経営統〔解比計説率比)作率成と上の関の連問題にーおいとてくーに 簿 百己 第 5巻第2号 2且



雲村和三郎編「資耳蓄積と企業
計」

税経通信

税経通信
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収益力再評価論批判 わが国に
おける固定資産再許価と資本
蓄積の問題に関連して

退職給与引当金費用性の吟味
疑義をめぐって (1) 

退職給与引当金費用性の吟味ー
疑義をめぐ。ってー (2) 

中小企業の経営と労働者(上)
京都府労働部

労働月報

京都府労働部
労働月報
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計第65巻第4号昭和29年(1954)4月

計第65巻第5号 5且

計第65巻第6号 6月

第 7巻第1号 昭 和3C年(1955)1月

第 7巻第2号

第 7巻第4号

2月

4月

第10巻第5号 5月

第10巻第6号 6月

計第68巻第1号 7月

8月

第10巻第10号 10月

第10巻第11号 11月

第 9 6 号 11月

第 9 7 号 12月

第10巻第12号 12月

第 7巻第l'J号 l♀月

第4号5巻第 3・ 昭和31年(1956)1月

第 8巻第 1号 l月
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租税業一会特別(計1)措の収置奪と的そ形の諸態影の響ー側企面 税 経過 信 第11巻第5号昭和31年(1956)5月

租税薬特会別計(2)措の収置奪と的そ形の諸態影のー響一側企面 税 経通 信 第11巻第6号 6月

税法過説小上)償の減却価を償中却心と過し大て償却(解 簿 沼山 第 7巻第 6号 6月

企業島切利り益益の再吟味ーあるもべき期
とはし、かなる のか=九 百T 第70巻第2号 8刀

動的算会否計定理論論に関のーす批る判再吟財味産(計1) 島E 言1 第71巻第 1号昭和32年(1957)1月

書かれ会て計いる会会計計と行論なわれ実て
践いる 理と会計 企業会計 第 9巻第2号 2)j 

動算的会苔計定理論論に関のす‘批る再判吟財味産(計2) 企E 百十 第71巻第3号 3月

動算的会否計定理論論に関のーす批る再判吟財味産(計3) 企古 "J 第71巻第4号 4月

動算的会百計定論理論に関のーす批る再判吟味財産ー計(4') "" 第71巻第5号 5月

会計計学学研は究い方か法に学論序ぶ説べきかー(1)会 経営ヒミナー 第 2巻第5号 5月

動算的否会計定理論論に関のーす批る再判吟財味ー産計(5) ムE 第71巻第6号 6月

会計計学学研はいかに論学序ぶべきか一会 経営セ ξ ナ
究方法 説ー (2) ー 第 2巻[第 6号 6月

ったえについ一樽資産ま(解のち説評が)価と損考益方の関係 あてる 記 第 8巻第日 号 6月

贈与剰余金の性格ゆ写説) 企業会計 第 9巻第8号 7月

動算的損主益義計は算妥論当のか性格ー(1)損益計 晶z 言十 第72巻第2号 8月

動算的主損益義計は算妥論当かの性格(ー副換益計 企首 エRアI 第72巻第3号 9月

動算的損主益義計は算妥論当かの性ー格(3)損益計 畠= 計 第72巻第4号 10用

費用概所念拡説大を化中心の傾と向し ベイト 企業会副
ンの て (1) 第日巻第12号 11月

簿記考の理論と実際ー簿記〔解は説ど)う 描冊
えるべきものか 記 第 9巻第1号昭和33年(1958)1月

について 告会計(区1)学別上の仕の資方本と利益一の両ー論者ーの 計 第73巻第 1号 1月

のについて 会会計(区2)学別上仕の資方木正利益の両ー者論ーの
1冒c 第73巻第2号 2月
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可聖書量否認FTEごイ(;)企業会計 第時第 2号昭和3年(1958)2月

第103巻第2号

会計学上の資本と利益両者の
区別の仕方についてのー論 会
(3) 

会計学上の資本と利益両者の
区別の仕方についてのー論一会
ω 

貸倒引当金設定の根拠(解説) 簿

計 第73巻第ヨ号 3月

計第73巻第4号

記 第日巻第 4号

4月

4月

号5
 

第時l
 

第理経業産
子
益

不
幸

ぜ
は

な
当

一
配

性
ら
か

同
が
る

異
な
す

の
し
と

当
と
回

配
用
項

と
費
分

子
は
処

Z
A什

財務諸表の機能について 財務
諸表は受託者責任の報告書た
りうるものであるか

貸借対照衰の考え方についての
反省貸借対照 表はたんに召簿
使にすぎないか (解説)

企業利益計算の課題ー費用概念
を中心とするー論ー

継続性原則の再吟味

5月

企業会計 第10巻第9号 8月

記第9巻第10号 10月

税経通信

経済評論 10月

11月

第 7巻第11号

第13巻第12号

企業会計の資本蓄積機能一株主
との関係からみたいわゆる決木村和三郎編「生産性向上と企
算報告機能の資本家的意義 業会計J

ヒルファディ γ グの創業利得説経済論叢 第82巻第6号
批判序説 (1)

企業全計原則構成上の問題

12月

12月

企業全計第11巻第1号昭和34年 (1959)1月

1月低価主義による評価損の会計処撞
理(解説) 開

株式プレミアムと創業利得再論
内川講師へのお答壱中心士 会

して (1) 

株式フレミアムと創業利得再論
内川講師へのお答壱中心と 会

して (2) 

罰第10巻第1号

計第75巻第1号 1月

計第75巻第3号 3月

ァディングの創業利得説
批判序説 (2) 経済論叢 第83巻第4号
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株式フレミアムと創お業答利壱得中再心論と
一し内て)11講(師4)への 会 言十 第75巻第 6号昭和34年 (1959)6月

税法上の所得概念批判 d耳> 計 第76巻第 4号 10月

動験場自主義動態論者た産業経理 第19巻第11号 11月

贈与剰余金の利益性 (1) 企業会計 第11巻第14号 11月

贈与剰余金の利益性 (2) 企業会計 第11巻第15号 12月

貨幣価値一定の仮定(解説) 簿 記 第10巻第12号 12月

法 控 室目撃Z開!二法人税は企業会計 第12巻第2号昭和35年(1960)2月

減価下て償資却本(解にの回説つ収い)計て算の考を中え方心と投し 簿 記 第11巻第3号 3月

継車宙開高主継器性継続性税経通信 第15巻第 3号 3月

継震質 問位継器性継続性税経通信 第15巻第5号 5月

にたいす jJl; 会非生川判産ー合的一株郎(1)式教授プレミアム論る反争 計 第77巻第5号 5月

授にたいする 会非生川判産合ー的一(株郎2)式教プレミアム論争反ー批 言十 第78巻第1号 7月

わ計が学国のの批課判題会J計序学章 「批判会 松(武尾憲田橘孟先編生「批還判暦会記計念学論文の基集礎)」 7月

資本剰余金諸項目の再時味 企業会計 第12巻第10号 8且

授にたいする 会非生川半]産合一的株郎(3)式教プレミアム論争反批 gt 第78巻第4号 10月

にたいする批会非生川判産合一的株郎(4)教式授プレミアム論反争 H 第78巻第6号 12月

暖簾諸償説却の額吟味の会ー計学上の性格 企業会計 第四巻第10号昭和36年(1961)8月

交際課税費論の利の益主処張分一的性格 交際 瞳向 吉ロコ" 第12巻第10号 10月

保会険計料および性自家格保険積立金の 税経通信
学上の

第17巻第 l号昭和37年(1962)1月

合併の本質と合併差益の性格 企業会計 第 14巻第2号

批判会計学における建設的提言 古林喜楽，藻利重隆，醍醐作三
の問題一批判会計学に関する 編「経営会計の理論J(佐々 木
論 孟郎博上還暦記念論文集)

損失の研究 (1) ぷ，
E 計.第81巻第4号

2月

2月

4月
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損失の研究 (2) 

第 103巻第2号

会 計第81巻第5号昭和37年 (1962)5月

第89巻第6号 6月

7月計第82巻第 1号

記第13巻第7号 7月

会話言説型子論の展開ー批経済論叢

損失の諸噴固と損失の性格ー損 ム
失の研究 (3ト E 

収益・費用の概念についてーア
メリカ的な考え方とドイツ的簿
な考え方 (解説〕

損失の諸項目と損失の性格ー損
失の研究 (4) 

いわゆる合併差損の性格 (1)

いわゆる合併差損の性格 (2) 

商法計算書類規則の批判

続・損失の研究

いわゆる純財産増加説の批判
わが法人税法の場合を中心と
して

いわゆる「その他の資本剰余金」
批判ー根木的に検討すること
を要請する

会 計第82巻第4号 10月

企業法研究 第 9 6 輯昭和38年 (1963)5月

企業法研究 第 9 7 輯 6月

計

計

会業企

会

企業会計

第15巻第6号

第84巻第 1号

研究室編
J (木村和三

念論文集)

6月

7月

12月

第16巻第1号 昭 和39年(1964)1月

いわゆる「その他の資本剰余金」税経通信 第19巻第4号
に関する問題 (1) 

いわゆる「その他の資本剰余金」
に関する問題 (2) 

資本と利益の区別の基準 あわ
せて西山助教授の異論・批判会
につい(- (1) 

いわゆる「その他の資本剰余金」
に関する問題 (3) 

資本と利益D区別の基準ーあわ
せて西山助教授の異論・批判会
についてー (2) 

資本と利益の区日IJの基準ーあわ
せて西山助教授の異論ー批判会
についてー (3)

建設助成金ははたして資本剰余
金であるか黒沢・山下両教ム
授の所説の批判を中心と Lて 五

資本と利益の区別の基準一品わ
せて西山助教授の異論・批判会
につし、て いj

資:，，:1-利益の医別の基準あわ
せて西山助教授の異論・批判会
についてー (5)

税経過信

税経過信

第19巻第5号

4月

5月

計第85巻第5号 5月

第19巻第 6号 6月

計第85巻第6号 6月

計第86巻第 1号 7月

計第86巻第2号 8月

計第86巻第4号 10月

計第86巻第5号 11月
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商法上の損費論批判 「企業法研究創刊十周年記念論
文集」 昭和39年(1664)12月

利益処分概念についての通説的
謬見 企業法研究 第 116 輯昭和40年(1965)1月

労働委員会への関心のあり方歪刊・ 2甥と
(短文) 哲済斗墓鷲府 第

民政労働部)
4 号

会計学上の収益概念の批判的検
討 実務会言l 第 1巻第4号

Development of Theory of The Kyoto U，叫

Interest in Accounting- versity Econo- Vol. 35， No.l， 
A Critical Study 隅 icRe叫 'w

資本と市J益の区別の基準ーあわ
せて西山崩教授の異論・批判会 計 第88巻第1号
について (6) 

資本と利益の区別の基準あわ
せて西山助教授の異論批判会 計 第88巻第4号
についてーげ)

資本と利益の区別の基準 あわ
せて西山助教授の異論・批判会 計 第88巻第5号
についてー (8)

元本・費用・利益一会計学上の
利益概念検討のために 税経通信第20巻第13号

資本と利益の且別の基準ーあわ
せて西山助教授の異論・批判会 計 第四巻第 6号
について 但)

3月

4月

April 

7月

10月

11月

11月

12月

新監査実施準則と企業会計原則
(短文) 企業法研究 第 128 輯 昭 和41年(1966)1月

資本とfr益の区別の基準あわ
せて西山助教授の異論・批判会
についてー (10) 

計第89巻第3号 3月

建設助成金に関する問題小島
康裕講師に対する反批判

会計学総論序説(会計学総論，
第 1詩)

会計学総論序説〔会計学総論，
第 2講)

企業会計における企業経営上の
問題(会音l学総論，第3講〕

贈与剰与金の性格続論 中島
教授，中村助教授に対する反
批判ー

企業会計における企業経営上の
問題(会計学総旦，第4講)

連結財務諸表に関する意見書
(仮案)の至要論点(短文)

企業会計の特質と問題 (1) (会
計学総論，第 5講)

企業会計

税経セミナー

税経セミナー

税経セミナー

実務会計

税経セミナー

企業法研究

税経セミナー

第四巻第 7号

第11巻第10号

第11巻第11号

第11巻第12号

第 2巻第12号

7月

9月

10月

11月

12月

第12巻第l号昭和42年(1967)1月

第 140 輯

第12巻第3号

1月

3月
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企業会計の特質と問題 (2)(会税経セミナー 第12巻第4号 昭 和42年(1967)4用
計学総論，第 6講) 仙出

企業会計の特質と問題 (3)(会税経セミナー 第12巻第 5号 5月
計学総論，第7講)

研究方法論不在の会計学 実務会計第3巻第5号 5月

企業会計の特質正問題 (4)(会税経セ ξ ナー 第12巻第7号 6月
計学総論，第8講) 、

企善幸福均i塁手 (5)(会税経セミナー 第噛第日号 7月

持分概念についての疑義

企業会計と企業関係者企業会
計の収奪的機能ー (1) (会計
学総論，第10講)

企業会計と企業関係者一企業会
~!の収奪的機能 (2) (会計
学総論，第11講)

持分均衡説批判

実現主義についてのー論

会計方法と会計学の特質 (1) 
(会計学総論，第12講)

会計方法と会計学の特質 (2)
〔会計学総論，第13講)

企業会計第四巻第8号

税経セミナー 第12巻第日号

税経セミナ 第12巻第10号

税経通信第22巻第10場

産業経理第27巻第10号

税経セミナー 第12巻第12号

税経セミフー 第12巻第13号

7月

B月

9月

9月

10月

11月

12月

「逆粉飾」による被害的諸影響企業法研究 第 15 2 輯昭和43年(1968)1月
(短文)

会計目的 (1)(会計学総論，第税経セミナー 第13巻第1号 1月
14講)

山下教授建設助成金論の反批判会 計 第93巻第1号 1月
(1) 

山下教授建設助成金論の反批判ム
(2) 耳

計 第93巻第2号

会主主P(2)(会計学総論，第税経セミナー 第時第2号

資本会計諭の批判丹波教授
の著書「資本会計」について経済論叢 第101巻第2号
の疑義・異論 (1) 

会主計 (3)(会計学総論，第税経セミナー 第13巻第3号

会話普討究方法(会計学総論，税経セミナー 第13巻第4号

地銀君主事主主主主士会計輔i盟濡事有
馬場克二編「理論会計研究J(近

損益計算論 代会許学実系第10巻)

2月

2月

2}J 

3月

4且

5月

7月
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残余利潤としての企業利益論 京都大学会計学研究室編「企業
費用の考察を中心として 利語論」 昭和43年(19臼)9且

A Study on Loss in the 
s~i;;~e of Accountin!I-An The K:ァotoUni-
I;;t;Zd~;-Ú~;~t;Th~;~ies of ve叩 ty Econo-Vol. 38， No.2 

制 icRe町 E叩Loss 
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12月

資本会計論四一批判ー丹波教授
の著書「資本会計」について
の疑義・異論ー (3) 

利益剰余金(企業者利得)に関
するー論ー内川教授の反論に
たいする反批判

経済論叢第103巻第1号 昭 和44年(1969)1月

同志社商学(川
合安雄教授古第20巻第5・6号
稀祝賀記念号)

3用

辞典 執筆

総原価計算 岩郎番場』田巌松嘉一，本郎雅片編野男一， 明舎でZ同 文 館 昭和27年(195の

企車計業会戸等童計19書書項原比則，目標較，流準ア税動向揚資塾会産， 大営阪研市究立会犬編学経 経ク営ラ学イ辞支主創 元 社 昭和泊年(19臼〉

名iiE;52522霊苦Z童 話 会 計 学 会 計 学 辞 典同士館昭和30年(1

税務会計 済大研阪市究立所大編学経 増学訂小辞・経藁済 岩波書庖 昭和31年(山6)

税務会計 済大阪研市究立所大編学経 経済学辞典 岩波書居 昭和40年(1965)

財務華艶部比正分撃比較較全霊醒体霊比去耕較普注J，宇損 謀拡Z室藷詰会計学 新会計辞典 同士館出版 昭和岬(口1田

税古務会書計量定，純主財義産，増租加税説特，訳山本語安郎次郎~.~f岡上村 経髄営経済学 曹ミネルず長昭和4閉山6)

(作成者西国博)


